
1
地域介護予防活動感染予防
対策経費補助金

①新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、地域介護予防
教室を開催するため。
②消耗品費、備品購入費
③210、980円  （7ヶ所）
手指消毒液、自動手指消毒器、非接触式体温計、水石鹸、消毒
液
④各地区で購入したものへの補助

R4.7.1 R5.3.24 210,980 130,000

地域で開催される介護予防教室において、新型コ
ロナウイルス感染症対策を行うことができた。
また、介護予防教室の参加者に対して感染予防対
策について意識づけることができた。
●設置会場数：７箇所

保健福祉課

2
人吉下球磨消防組合コロナ対
策事業

①人吉下球磨消防組合の活動における新型コロナウイルス感染
症、対策に必要な備品等に対し、村が負担率に応じて負担する。
②負担金
③255,000円
６市町村負担総額2,811,000円（うち、球磨村負担割合9.1％）
【内訳】救急ガウン600個　785,000円、マスク178,000円、ゴム手
袋523,600円、ストレッチャーカバー252,450円、ペーパータオル
64,200円、感染防護用ゴーグル 198,275円、毛布　60,000円、オ
ゾン発生装置　748,440円
④人吉下球磨消防組合

R4.4.1 R4.9.1 255,000 250,000
マスクや感染防護用ゴーグル等などの購入をいち
早くすることで、下球磨消防組合内や救急車内での
感染拡大防止に寄与した。

総務課

3 外国青年招待事業

①JET事業により、ALT講師を呼ぶ予定だったが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響があり入国ができなくなった。代わりに、国内
にいる講師を呼ぶための委託金としたため、交付税措置対象外
となった。
②委託料
③385,000×1.1×12ヶ月＝5,082,000
④日本国内在住のALT講師

R4.4.1 R5.3.31 5,082,000 5,000,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、日本国
内に在住する外国語講師が派遣されたことで、村
内小中学校の児童生徒や村内保育所の園児等が
外国語に触れ、他国の文化を学ぶ場の提供ができ
た。
さらに、JET事業の対象ではないため、地方交付税
措置が受けられず、財政的な課題もあったが、本交
付金を活用することで、財政負担も軽減した。

教育委員会

4 村小中学校安全確保事業

①村内小中学校における新型コロナウイルス感染症感染対策の
ため、感染防止に係る物品を購入し、感染者数を減らす。
②消耗品、備品
③【消耗品】1,499,873円
ポリエチレングローブ、マスク、アルコールタオル、手指消毒液
等
【備品】207,064円
CO2濃度モニター　100,584円
充電式クリーナー　30,580円　、ソファベッド　75,900円
④球磨中学校、渡小学校、一勝地小学校

R4.9.6 R5.3.31 1,706,937 1,704,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、児童生
徒の感染拡大防止のため、感染症対策の消耗品
等を購入、使用することにより安全な学びの場を提
供することに努めることができた。

教育委員会

5 村小中学校感染防止対策事業

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、村内の小中学
校にて学校教育のＩＣＴ化が進められている。今回、音楽の指導
者用デジタル教科書を購入することにより、デジタル教科書に含
まれた音源（合唱、合奏等）を活用することで、飛沫感染対策を図
り、新型コロナウイルス感染症の感染対策にも寄与する。
②備品（デジタル教科書）
③86,000円
音楽デジタル教科書（指導者用）　（小学校2校分、中学校分）
④球磨中学校、渡小学校、一勝地小学校

R4.9.5 R4.9.26 85,800 85,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、音楽の
デジタル教科書を購入し、デジタル教科書に含まれ
た音源（合唱、合奏等）を活用することで、飛沫感染
対策を図りつつ、継続的な学習を支援することがで
きた。

教育委員会

6
一勝地小学校体育館スクリー
ン設置工事事業

①集会等を行う際、既存のスクリーンは小さいため、児童が近く
に集まらなければならず密を避けられない状況である。体育館に
大型スクリーンを設置することで、全児童が集まる機会において
も、間隔を置きながら密を避けることができ、新型コロナウイルス
感染症感染対策に寄与することができ、さまざまな教育活動を行
うことが可能となる。
②工事請負費
③体育館スクリーン設置工事　　545,000円
④一勝地小学校

R4.9.2 R4.11.4 544,500 544,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、体育館
に大型スクリーンを設置したことで、集会等でも感
染症対策を講じながら、間隔を空けて全児童が集
まることができた。

教育委員会

7 議会オンライン傍聴等整備事業

①新型コロナウイルス感染症対策における議会傍聴のオンライ
ン化と分散傍聴により、傍聴者の感染リスクを抑える
②録画用カメラ、大型モニターほか　総額 　351,659円（税込）
③録画用カメラ　　　　　　    　52,000円
   メモリーカード（５枚）　 　　　24,250円
　カメラ用三脚  　　　　　　    　 4,200円
　大型モニター 　　　　 　     113,500円
　モニター用スタンド　　      　28,000円
　モニター用ケーブル（2本）  　8,840円
　録画データ保存用ＨＤ　　　 12,500円
   録画編集用パソコン 　　　　69,000円
　録画編集ソフト　 　　　　　　　7,400円
　　 消費税　　　　     　　 　 　31,969円
　　　合　計　                      351,659円
④球磨村

R4.11.18 R4.11.28 351,659 351,000

コロナ禍により、議会の傍聴については傍聴席を減
らして対応していたが、小中学生や民生委員の研
修等での傍聴をオンラインや動画配信できるように
改善した。
別室でのモニターによる傍聴やオンラインの生配信
により、感染リスクを抑え、希望する人に対してス
ムーズに傍聴できるようになった。

総務課

8 テレワーク推進事業

①新型コロナウイルス感染症として庁内向けのテレワーク環境を
整備し、在宅勤務の必要が生じた際に、職員の自宅等での業務
を可能とすることを目的とする。
②テレワーク用端末整備費用
③テレワーク用端末２０台×（単価１１０，０００円＋初期設定費１
５，０００円）×１．１０＝２，７５０，０００円
④職員は通常業務においても当該端末を使用でき、在宅勤務等
の必要に応じて自宅に持ち帰り業務を行うことができる。

R4.6.28 R4.10.6 2,750,000 2,700,000

新型コロナウイルス感染症等で職場における密回
避ができ、在宅での業務が可能になり、職員間での
感染防止に効果があった。濃厚接触者など感染の
疑いがある職員について、テレワークで作業を行う
ことができ、職場における感染防止に効果があっ
た。

総務課

9 村公共施設整備事業

①新型コロナウイルス感染症予防のため、村の公共施設に自動
停止蛇口（センサー式）を設置する。
②備品
③9,274,000円
④村内公共施設。学校、公衆トイレ、運動公園や避難所等の頻
繁に使用する場所を優先する。

R4.9.30 R5.1.26 9,274,000 9,174,000

新型コロナウイルス感染症対策として、公共施設の
蛇口を自動停止蛇口（センサー式）にし、不特定多
数の利用者の感染症対策を行い感染の削減につ
ながった。
11施設146ヶ所

総務課

担当課

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（実施状況及び効果検証）

No 事業名

事業概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠
④事業対象

事業始期 事業終期
総事業費

（円）
うち交付金

（円）
効果・検証



10 公共的空間安全・安心確保事業

①新型コロナウイルス感染症対策の対応を含む公的業務の維持
を目的として、感染拡大を防止するために必要な衛生用品を購入
し、感染機会を削減する。
②消耗品費
③消耗品　460,931円（消毒液、ゴム手袋　ペーパータオル等）
  卓上パーティション40枚　198,000円
④役場内での使用や各説明会での持ち出し分。

R4.6.24 R5.2.24 658,931 650,000

新型コロナウイルス感染症対策として、公共施設や
公務業務に衛生用品を使用した。
利用者の感染拡大を削減し、安心安全に利用で
き、利用者の負担軽減にもつながった。

総務課

11
公共施設等の管理維持体制
持続化事業

①田舎の体験交流館さんがうら施設の新型コロナウイルス感染
症対策感染予防環境整備。
②備品購入費・消耗品費
③総額　1,353,814円
【内訳】
　空気清浄機53畳　172,000円×3＝516,000円
　空気清浄機22畳　35,000円×6＝210,000円
　非接触体温計　3,200円×3＝9,600円
　足踏みペダル式ゴミ箱30L　2,880円×8＝23,040円
　　　　　　　　　　　　　　　47L　3,100円×1=3,100円
　パーテーション(10個入り）　　35,900円×3セト=107,700円
（消費税　86,944円）
　プロジェクター　235,000円
　スクリーン　126,300円
（消費税　36,130円）
④村所有観光施設

R4.8.1 R4.12.19 1,353,814 1,207,000
新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、感染予
防対策で購入した空気清浄機等の機材を使用した
ことで、クラスター０件に抑えることができた。

復興推進課

12 一勝地温泉湯灯かり整備事業

①新型コロナウイルス感染症の終息を見据え、地域資源の棚
田、森林、温泉などを活用した着地型観光コンテンツの開発・発
信を行う。
②夜間ライトアップによる景観整備
③一勝地温泉湯灯かり整備　286,648円（村有地）
　（消耗品）　ソーラーライト、支柱、結束バンド、ロープ等
④村所有観光施設

R4.8.1 R4.8.31 286,648 286,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、一勝地
温泉周辺に灯篭設置したことで、8月の入浴者昨年
比157％（全体：Ｒ３ 30,299人、Ｒ４ 3,762人）増加し
た。

復興推進課

13 一勝地駅前にぎわい創出事業

①一勝地駅前にぎわい創出事業
　新型コロナウイルス感染症の影響を軽減し、地産地消による地
域循環経済を図るため、直売所及び物産施設を設置するための
調査検討を行う。
②委託料
③コンサルティング委託料　5,890,024円
④村所有地

R4.12.26 R5.3.31 5,890,024 5,890,000

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しなが
ら、一勝地駅前のにぎわいづくりに向けて地域の区
長・班長等（計35名）と意見交換を5回開催。これに
伴う方針を受け、にぎわいづくりの施設設計を実
施。これにより次年度以降に施設整備を行う。

復興推進課

15 観光需要回復支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響による観光需要減少からの
早期回復を図るため、観光客の誘致促進や満足度の向上などを
図り、村の観光の振興に対して一層の効果が期待される事業に
対し、その経費の一部として補助金を交付する。
対象となる事業所は、事業を実施する年度の属する２月末までに
完了するものとする。
＜補助要件＞
（１）観光客を主なターゲットとする事業とする
（２）村内の観光事業への波及効果が広く期待できる事業とする
（３）事業計画、資金計画が具体化されている
（４）事業を実施するにあたって必要な能力や資格を有している事
業者
（５）申請事業において、国や県など他の公共的団体等による補
助等を受けていない事業
②補助金
③補助率　３／４　 補助金　6,000,000円
④村内観光事業所　球磨村森林組合

R4.6.28 R5.3.31 6,000,000 6,000,000

新型コロナウイルス感染症の影響による観光需要
減少からの早期回復を図るため、Ｗｅｂサイトのリ
ニューアルや非接触のための自動ドア設置等に対
し、その経費の一部として２件補助金を交付した。

復興推進課

16 eスポーツイベント開催事業

①コロナ禍でも活動可能なコミュニティ創造のため村内の子ども
と高齢者を対象にeスポーツ体験イベントを行う。
②イベント開催費用
③期間体験イベント２日間（冬）　2,603,700円
【内訳】委託費　2,563,000円
　 　　　インターネット回線新設工事　40,700円
　 合計：2,603,700円
④球磨村

R4.8.1 R5.3.31 2,603,700 2,535,000

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しなが
ら、12月24日から25日にかけてeスポーツの体験会
を実施した。１日目100名（大人42名、子ども58名）、
２日目51名（大人21名、子ども30名）。高齢者も多く
集まり、世代を超えた交流が図られた。これにより
次年度からは、継続的な取組みを進めるための体
制を整備する。

復興推進課

18 ＶＲ認知症体験会開催事業

①目的：新型コロナウイルス感染症罹患の危険性から、認知症
の方が介護サービスの利用を控えることもあり、家族や地域での
見守りの必要性が高まっており、認知症についての理解や症状
を具体的に知ることで、地域で認知症の方に対する見守り力の向
上を目指す。
効果：認知症になっても住み慣れた地域で暮らせる。認知症の方
が自宅療養になっても家族や地域の看護・見守りができる。
②委託料
③ファシリテーター委託費　457,423円
④民生委員、介護家族、住民（一般）、介護施設等従事者

R4.10.3 R5.2.10 457,423 448,000

認知症を実際に体験することで、認知症に対する
理解が進み、地域で認知症の方に対する見守り力
の向上につながった。事業実施後の参加者アン
ケートの結果も非常に好評で、継続的な開催を望
む声も多かった。
●参加者数：55人
●アンケート結果（回収45人（81.8%)）
〇満足度
「大変満足」：13人（28.9%)、「満足」：27人（60.0%)、
「やや不満」：3人(6.7%)、未記入：2人
〇認知症への理解度
「感じる」：30人(66.6%)、{どちらかというと感じる」：11
人(24.4%)、「感じない」:1人(2.2%)、未記入：3人
〇他人に参加を進めたいか
「はい」：41人(91.1%)、「いいえ1人(2.2%)、未記入：3
人

保健福祉課

19
新型コロナウイルス感染症拡大防
止環境整備備品購入事業

①現在、マイクを使用せずに大声で介護予防教室等を行ってい
る、新型コロナウイルス感染症対策として、マイク等の機材を購
入し、各会議や説明会、介護予防教室等で使用することで飛沫
の飛散を防ぐことができる。
②備品購入費
③合計　313,800円
　ポータブル拡声器　13,000円×5台
　ユニペックス　ワイヤレスアンプ　219,800円
　消費税28,480円
④球磨村

R4.11.21 R4.12.1 313,280 313,000
新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、説明会
や介護予防教室等で購入したマイク等の機材を使
用したことで、クラスター０件に抑えることができた。

総務課
（復興推進課）

20
村中学校屋内運動場ＬＡＮ
整備工事

①文部科学省が示す学校におけるICT環境整備方針に基づく
「GIGAスクール構想の実現」に向けた、小中学校の全児童及び
全生徒に対して１人１台の学習用端末を配備し、ICTを活用した
教育・授業（家庭と学校の遠隔授業等を含む）に取り組んでいる。
整備予定箇所については、新型コロナウイルス感染症拡大時に
分散して授業を実施するために整備するとともに、オンライン学習
（授業）や、中学生の交流授業の場、教職員研修の場として、タブ
レット端末等を活用する機会が多いことから、高速大容量で安定
した校内通信ネットワークの整備を目的とする。
②工事請負費
③工事請負費　964,700円
④村内中学校

R4.10.21 R4.12.23 964,700 964,000

新型コロナウイルス感染症が蔓延する中、屋内運
動場の通信環境を整備したことで、教室よりも広い
空間で感染症対策として密になることなく、生徒や
教職員が学習や研修を実施できた。

教育委員会



21 指定避難所等空調機導入事業

①指定避難所等（自主防災組織拠点施設公民館を含む）は、避
難所としての役割だけではなく、地域活動の拠点として健康教室
や地域の会合等でも使用されており、エアコンを導入することで、
新型コロナウイルス感染症対策や熱中症対策が徹底でき、より
利用しやすい自治公民館になる。更には、この地域力の向上が
防災力の向上にも繋がり、地域活力を高めるものとなる。
②空調整備（備品購入費、設置及び電気工事費用）
③9ヶ所対象　4,290,000円
④指定避難所等9ヶ所

R4.9.13 R5.1.27 4,290,000 4,285,000

新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される
中、飛沫感染防止の効果が高いエアコンを指定避
難所や自治公民館など９ヶ所に設置することによ
り、梅雨期の避難行動による避難施設としての自治
公民館の利用や地域の健康教室等への参加が安
心してできるようになり、地域活動が活発化され、地
域力、地域の助け合いが増進された。

総務課

24 健康増進フィットネスジム事業

①コロナ禍において外出する機会が減っていることから、身体機
能低下の予防と健康増進のため健康器具を設置し、メタボリック
シンドロームの予防と高齢者のフレイル予防に取り組むとともに、
多世代間の交流に繋げる。健康器具を増やし分散させることで感
染対策をとることができる。
②備品購入費
③トレーニングマシン、マット等 7,866,650円
④球磨村

R4.12.23 R5.3.31 7,866,650 7,800,000

コロナ禍において外出する機会が減っていることか
ら、身体機能低下の予防と健康増進のため健康器
具を設置し、利用希望者に自由に使っていただくこ
とで、メタボリックシンドロームの予防と高齢者のフ
レイル予防に取り組むことが出来た。
●マシンを分散し、2箇所に設置。
●利用者から、健康管理に活かせる。運動不足解
消になるなど、喜ばれている声多数あり。
●利用状況（R5.4～R5.6) ：１日平均4.1人

保健福祉課

25 保育対策総合支援事業費補助金

①新型コロナウイルス感染症等の感染症対策として、保育所等
において、必要な改修等や病児保育事業（体調不良児対応型）を
実施するために必要な設備の整備等に必要な費用の一部につ
いて支援する。
自動停止蛇口（センサー式）を設置する。
②負担金
③1,021,500円×２園＝2,043,000円
※国1/3、県1/3、村1/3
④渡保育園、こがね保育園

R4.11.1 R5.3.28 2,043,000 681,000

新型コロナウイルス感染症等の感染症対策として、
保育所において必要な改修や病児保育事業（体調
不良児対応型）を実施するために必要な設備の整
備等の費用の一部について支援することで感染リ
スクを低減させ、児童や職員が安心して利用できる
環境を作ることができた。

保健福祉課

31
村保育園公共的空間安全・
安心確保事業

①新型コロナウイルス感染症によって長期的な影響を受けている
保育園に対し、感染防止対策にかかる経費を補助することで事
業実施及び職員の負担軽減につながる。
②消耗品、備品代（ゴム手袋、モップ、アルコール消毒液、非接触
温度計、ペーパータオルハンドソープ　等）
③500,000円×2園＝1,000,000円
④渡保育園、こがね保育園

R5.3.3 R5.3.28 1,000,000 960,000

新型コロナウイルス感染症によって長期的な影響
を受けている保育所に対し、感染防止対策にかか
る経費を補助することで事業実施及び職員の負担
軽減につなげることができた。

保健福祉課

34
村家庭学習等のための通信費
補助金

①本村のGIGAスクール構想の推進及び新型コロナウイルス感染
症等の拡大時のオンライン学習環境を整備するため、自宅等に
おけるオンライン学習に係る通信費を補助する。
②通信費
③月額2,000円×1ヶ月×1世帯＝2,000円
　月額2,000円×2か月×4世帯＝16,000円
　月額2,000円×3か月×6世帯＝36,000円
　月額2,000円×4か月×50世帯＝400,000円　合計454,000円
※通信費支払い月により補助金額が異なる
④村立学校に在籍している児童生徒の保護者

R4.12.1 R5.3.31 486,000 214,000
児童生徒がいる61世帯へ補助を行い、新型コロナ
ウイルス感染症等の感染拡大に伴う休校等に備え
て、家庭でのオンライン学習環境を整備した。

教育委員会

35 くまむら復興祭補助金事業

①新型コロナウイルス感染症等の影響により、本村でもまつりや
イベントの中止を余儀なくされてきた。祭りの中止は、地域経済・
地域コミュニティの衰退や交流人口の減少にも影響を及ぼし、伝
統文化の保全・継承も危ぶまれるため、新型コロナウイルス感染
症拡大防止に配慮した本村の祭を実施する際にかかる費用とす
る。
②イベント実施に係る費用に対する委託料、備品購入費、消耗品
費
③委託料　3,235,430円
　【内訳】3,193,245円（会場設営等）、42,185円（夜間警備）
　工事請負費　2,497,000円（駐車場）
　消耗品　157,826円
（ゴミ袋、消毒液、スプレーボトル、アルコールディスペンサー、ト
イレットペーパー、ラミネートフィルム、のし袋、雑巾　等）
　印刷代　43,560円
　広告料　44,000円
　手数料　120,000円（もちつき代）、20,394円（クリーニング代）
　　　　　　　300円（ごみ処理手数料）
　原材料費　32,000円（もち米代）
　報償費　247,757円
　合計　　6,398,267円
④球磨村

R4.7.15 R4.12.16 6,398,267 6,300,000

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しなが
らまつりを実施し、多くの来場者があり、地域経済
やコミュニティの活性化に繋ぐことができた。クラス
ター０件に抑えることができた。

復興推進課

36
くまもと県市町村電子入札シス
テム導入支援事業

①村内外から指名業者を参集し入札会を開催しているが、電子
入札システムの導入を行うことで、業者を参集することなく入札を
実施できることから新型コロナウイルス感染症等の感染機会が
減る。
②委託料
③システム導入支援委託料　3,432,000円④球磨村

R4.8.1 R5.2.28 3,432,000 3,400,000

導入した電子入札システムにより今後入札会を実
施する予定だが、、入札会に指名業者を参集させる
ことなく入札を実施することができるようになること
から、コロナ感染リスクが軽減された。

建設課

50 球磨村くらし応援商品券事業

①ガソリン代の値上げやコロナ禍における商店利用の減少傾向
があることから、生活支援・事業者支援商品券（500円分×30枚）
を配布し、村民に対する生活支援と村内事業者の活性化を図る。
②助成金、印刷製本費
③【商品券換金費用】
    3,055人×15,000円＝45,825,000円
　 【郵送代】
     ・ラベル印字・貼付　3,055人×12円（単価）＝36,660円
　　・封入・梱包　　　　　3,055人×54円（単価）＝164,970円
　　・ゆうパック発送　　3,055人×470円（単価）＝1,435,850円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計＝1,801,228円（消費税込）
　 【印刷製本費】
　　・商品券　　279,000円
　　・ポスター　40,000円
　　・封筒　　　65,000円　　　　合計422,400円（消費税込）
   【委託料】
　　　上限　458,250円
合計　48,506,878円
※合計48,507,000円のうち、25,987,000円を通常分から対応
④村内に住所を有している村民全て

R4.6.30 R5.3.24 25,987,187 25,987,000

換金率　97.83%
新型コロナウイルス感染拡大により、落ち込んだ村
内の個人消費が本事業により活性化され、事業維
持が図られた。

復興推進課

51 くま川鉄道支援金事業

①コロナ禍における原油価格や物価高騰による影響をうけながら
も、住民生活や経済活動を支えている地域交通事業者に対し、
事業者支援金を給付し、安定的な事業が維持できる。
②負担金
③支援金500万円を10市町村で按分（球磨村96,000円）
※圏域内自治体により負担割合を按分
④くま川鉄道（株）への支援金

R5.1.17 R5.2.10 96,000 90,000

新型コロナウイルス感染症の影響で、活動自粛要
請によりくま川鉄道の利用者が減少するなか、負担
金を支払うことで事業安定を維持することができ
た。

復興推進課



26 球磨村小中学校給食費助成事業

①新型コロナウイルス感染症の影響である、物価高騰に伴う子
育て世代の学校給食費を助成することで、家計の負担を軽減す
る。
②子育て世帯への経済支援として給食費の1/2を助成。
③小学校
　一学期：7,240円（63回分助成額）×118名＝854,320円
　二学期：9,200円（80回分助成額）×115名＝1,058,000円
　三学期：5,520円（48回分助成額）×115名＝634,800円
　中学校
　一学期：7,930円（61回分助成額）×62名＝491,660円
　二学期：10,530円（81回分助成額）×60名＝631,800円
　三学期：6,500円（50回分助成額）×61名＝396,500円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計4,067,080円
④子育て世代の保護者

R4.4.1 R5.3.31 4,067,080 3,691,000
新型コロナウイルス感染症の影響による物価高騰
で経済的に負担が生じている子育て世帯に対して
給食費の助成を実施し、経済的な支援を行った。

教育委員会

27 球磨村保育園副食費助成事業

①新型コロナウイルス感染症の影響である、物価高騰に伴う子
育て世代の保育所の副食費を助成することで、家計の負担を軽
減する。
②無償化されていない年代の児童の副食費　月額4500円
③月額4500円　　1,197,000円
④村内保育所に通う3～5歳児の保護者

R4.4.1 R5.3.31 1,197,000 1,150,000
新型コロナウイルス感染症の影響である、物価高
騰に伴う子育て世代の保育所の副食費を助成する
ことで、家計の負担を軽減することができた。

保健福祉課

28
球磨村くらし応援商品券事業
（原油価格・物価高騰対応分）

①ガソリン代の値上げやコロナ禍における商店利用の減少傾向
があることから、コロナ禍において物価高騰等に直面する生活支
援・事業者支援するため、商品券（500円分×30枚）を配布し、村
民に対する生活支援と村内事業者の活性化を図る。
②助成金、印刷製本費
③【商品券換金費用】  3,055人×15,000円＝45,825,000円
　 【郵送代】
     ・ラベル印字・貼付　3,055人×12円（単価）＝36,660円
　　・封入・梱包　　　　　3,055人×54円（単価）＝164,970円
　　・ゆうパック発送　　3,055人×470円（単価）＝1,435,850円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計＝1,801,228円（消費税込）
　 【印刷製本費】
　　・商品券　　279,000円
　　・ポスター　40,000円
　　・封筒　　　65,000円　　　　合計422,400円（消費税込）
   【委託料】
　　　上限　458,250円
合計　48,506,878円
※合計48,507,000円のうち、17,390,000円を原油価格・物価高騰
分（Ｒ４年予算）から対応
④村内に住所を有している村民全て

R4.6.30 R5.3.24 21,532,881 17,390,000

換金率　97.83%
新型コロナウイルス感染拡大により、落ち込んだ村
内の個人消費が本事業により活性化され、事業維
持が図られた。

復興推進課

30 くま川鉄道支援金事業

①コロナ禍における原油価格や物価高騰による影響をうけながら
も、住民生活や経済活動を支えている地域交通事業者に対し、
事業者支援金を給付し、安定的な事業が維持できる。
②負担金
③支援金500万円を10市町村で按分（球磨村96,000円）
※圏域内自治体により負担割合を按分
④くま川鉄道（株）への支援金

R5.1.17 R5.2.10 96,000 90,000

新型コロナウイルス感染症の影響で、活動自粛要
請によりくま川鉄道の利用者が減少するなか、負担
金を支払うことで事業安定を維持することができ
た。

復興推進課

37 移動販売燃料費支援事業

①コロナ禍において原油価格の高騰の影響を受けた移動販売事
業者の負担軽減を図る。
②燃料費
③1事業所 75,000円
④球磨村見守り活動に関する協定を結んだ事業者　グリーンコー
プ

R5.2.1 R5.3.31 75,000 75,000

　 原油価格高騰の影響を受けた移動販売事業者
に対し、村内での移動販売に要した燃料費を補助
することにより、事業者の負担軽減及び事業継続に
資した。

復興推進課

40 認定農業者等支援給付金

①コロナ禍においてこれまでも安定した経営に苦慮しているうえ
に、肥料並びに飼料価格高騰の影響を受けている村内農業者に
対して給付金を支給し、農業生産活動を持続可能なものとする。
②補助金
③100,000円×24経営体＝2,400,000円
④認定農業者19経営体、畜産農業7戸

R4.12.16 R5.3.31 2,000,000 2,000,000

コロナ禍において、原油価格や電気・ガス料金を含
む物価高騰の影響を受けた農畜産家の負担を軽
減することで、村内農畜産業の事業安定を維持す
ることができた。

産業振興課

52 妊娠出産子育て支援交付金

①コロナ禍における原油価格や物価高騰による影響をうけながら
も、全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てができるよう
に、出産育児関連用品の購入費助成や子育て支援サー ビスの
利用負担軽減を図る目的で実施。
②負担金、補助及び交付金
③妊婦　50,000円×14名=700,000円
　 新生児50,000円×8名=400,000円
　合計　1,100,000円
※出産子育て応援交付金
　 国2/3　766,000円　県1/6　191,000円 　村1/6　193,000円
④令和4年度　対象妊婦　14名　新生児　9名

R5.2.6 R5.3.31 1,100,000 141,000

コロナ禍における原油価格や物価高騰による影響
をうけながらも、全ての妊婦・子育て世帯が安心し
て出産・子育てができるよう、出産育児関連用品の
購入費助成や子育て支援サー ビスの利用負担軽
減を図ることができた。

保健福祉課

53
球磨村くらし応援商品券事業
第２弾（原油価格・物価高騰対
応分）

①ガソリン代や電気代等の値上げやコロナ禍における商店利用
の減少傾向があることから、生活支援・事業者支援商品券第２弾
（500円分×24枚）を配布し、村民に対する生活支援と村内事業
者の活性化を図る
②助成金、印刷製本費
③【商品券換金費用】
    33,336,500円（2,854人へ配布）
　 【郵送代】
     ・ラベル印字・貼付・封入・梱包    221,388円
　　・ゆうパック発送　　　　　　　　　　 1,475,518円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　1,696,906円
　 【印刷製本費】
　　　合計　425,700円
   【委託料】
　　　353,065円
合計　35,812,171円
※合計35,812,171円のうち、4,098,000円を原油価格・物価高騰分
から対応
④村内に住所を有している村民全て

R5.6.1 R6.2.29 4,098,000 4,098,000

換金率　97.34%
新型コロナウイルス感染や物価高騰により、落ち込
んだ村内の個人消費が本事業により活性化され、
村内商工業者の経営安定が図られた。

復興推進課

33
村介護施設価格高騰対策支
援事業

①コロナ禍において原油価格や電気・ガス料金を含む物価高騰
の影響を受けた事業者の負担軽減を図るため、物価高騰相当分
の一部を補助金として交付し支援する。
②燃料費、光熱水費
③入所系：定員40～69人　990千円／箇所
　　　　　　定員19人以下　190千円／箇所
　　　　　　合計1,150,000円
※熊本県が示しているスキームに基づいて算定
④本村所在の介護保険法上の施設・事業所（公立施設は含まな
い）

R5.2.7 R5.3.3 1,150,000 1,150,000

新型コロナウイルス感染症の影響の長期化及びコ
ロナ禍における物価高騰の影響を受けて費用が増
加している高齢者施設の負担軽減を図ることで、将
来に亘り安定的な高齢者支援体制を確保すること
ができた。

保健福祉課



54
球磨村くらし応援商品券事業
第２弾（電力・ガス・食料品等
高騰分）

①ガソリン代や電気代等の値上げやコロナ禍における商店利用
の減少傾向があることから、生活支援・事業者支援商品券第２弾
（500円分×24枚）を配布し、村民に対する生活支援と村内事業
者の活性化を図る
②助成金、印刷製本費
③【商品券換金費用】
    33,336,500円（2,854人へ配布）
　 【郵送代】
     ・ラベル印字・貼付・封入・梱包    221,388円
　　・ゆうパック発送　　　　　　　　　　 1,475,518円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　1,696,906円
　 【印刷製本費】
　　　合計　425,700円
   【委託料】
　　　353,065円
合計　35,812,171円
※合計35,812,171円のうち、20,736,000円を重点交付金分から対
応
④村内に住所を有している村民全て

R5.6.1 R6.2.29 31,716,000 20,736,000

換金率　97.34%
新型コロナウイルス感染や物価高騰により、落ち込
んだ村内の個人消費が本事業により活性化され、
村内商工業者の経営安定が図られた。

復興推進課

157,420,461 138,469,000

通常分

重点交付金分

原油価格・物価高騰分

合計


